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平成１９年８月２８日 
独 立 行 政 法 人 
日本原子力研究開発機構 

 

 

高速増殖原型炉もんじゅのプラント確認試験について 

 

高速増殖原型炉もんじゅ（高速増殖原型炉：定格出力28.0万kW）は、平成１７年９月よ

り、ナトリウム漏えい対策等に係る本体工事を実施し、また、改造工事を行い据付け等の

終了した機器や設備について、機能や性能を確認する「工事確認試験」を実施してきたが

平成１９年８月３０日に完了する予定である。（別紙―１参照） 

「工事確認試験」に引き続き、長期間停止している機器・設備も含め、プラント全体の

健全性確認を行う「プラント確認試験」を平成１９年８月３１日から開始する。この試験

については、安全を最優先にプラント全体の確認をより慎重に行うため、試験項目及び工

程を見直し、試験期間を平成２０年８月までの約１２ケ月間に変更する。 

その後、性能試験前準備点検を行い、地元のご理解を得て、平成２０年１０月頃の性能

試験開始を目指す。 

 

 

１．プラント確認試験の概要 

プラント確認試験では、以下の７項目について系統単位もしくはプラント全体での

機能・性能を確認する。 

各機能確認の主な項目を別紙－２「主要なプラント確認試験」 に示す。 

１）燃料を安全に取扱う機能の確認 

２）原子炉を安全・安定に制御する機能の確認 

３）原子炉を冷却する機能の確認 

４）蒸気発生器の安全性及び安全を監視する機能の確認 

５）放射性物質の閉じ込め機能の確認 

６）非常用電源設備の電源供給機能の確認 

７）放射線監視及び管理する機能の確認 

 

なお、水蒸気タービン系設備の機能確認については、水蒸気タービン系設備の運転

開始時期である性能試験の中の４０％出力プラント確認試験前に実施する。 

 

２．プラント確認試験工程の変更理由 

以下の試験項目を追加することにより、試験工程を変更する。 

１）蒸気発生器伝熱管の渦流探傷試験装置（ＥＣＴ装置）による全数の健全性確認 

２）長期保管状態にあった機器についての試験・確認の実施に加え、これまでも運

転している設備についての性能確認 

３）炉心全体の健全性をより確実に確認するため、燃料交換を行った後の炉心流量

確認 
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３．プラント確認試験期間及び工程 

期間：平成１９年８月３１日～平成２０年８月（約１２ケ月） 

工程：「もんじゅ主要工程（プラント確認試験）」のとおり 

  

   ＊本体改造工事期間：平成１７年 ９月 １日～平成１９年 ５月２３日 

    ＊工事確認試験期間：平成１８年１２月１８日～平成１９年 ８月３０日 
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主要なプラント確認試験 

 

 項  目 試験内容 

1) 燃料を安全に取扱う機能の確認 

・燃料取扱設備運転試験 

・燃料交換後炉心流量確認 

 など 

2) 
原子炉を安全・安定に制御する機能の

確認 

・制御棒駆動系機能確認試験 

 など 

3) 原子炉を冷却する機能の確認 

・１次主循環ポンプ運転試験 

・２次主循環ポンプ運転試験 

・運転中設備の性能確認 

 など 

4) 
蒸気発生器の安全性及び安全を監視す

る機能の確認 

・蒸気発生器伝熱管健全性確認試験 

 など 

5) 放射性物質の閉じ込め機能の確認 
・原子炉格納容器全体漏えい率試験 

 など 

6) 非常用電源設備の電源供給機能の確認
・ディーゼル発電機自動負荷確認試験 

 など 

7) 放射線監視及び管理する機能の確認 
・放射線監視装置機能確認試験 

 など 
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